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現代の科学３　重大事故と科学技術

（科学者・技術者の倫理その２）

（復習）

原子炉の歴史

　1939　ハーン・シュトラスマン（独）ウランの核分裂の発見

　　　　シラード　核分裂連鎖反応の可能性

　1940　プルトニウムの発見、より核分裂を起こしやすい

　1941　マンハッタン計画　ロスアラモス研究所

　　　　1000人の科学者、技術者を動員

　　　　ウラン235濃縮技術、原子炉によるプルトニウム製造、

　　　　臨界量の計算、爆縮装置の設計、・・・

　1945.7　最初の核実験の成功

ナチス・ドイツ：

ハイゼンベルクをリーダーとする開発チーム

アメリカ：

　　フェルミらの原子炉の開発　シカゴ・パイル１号

映像教材：DAYS THAT SHOCK THE WORLD 9「マンハッタン計画の始まりとチェルノブイリ原発事故」BBC制作　2002

参考webサイト：

　http://mext-atm.jst.go.jp/atomica/index.html
http://mext-atm.jst.go.jp/atomica/16030312_1.html
原子炉とは何か？

　原子炉は一種の蒸気機関である。

　熱源が、ウラン235の核分裂を起こす燃料棒であるというだけ。

　（プルトニウム239等の原子核でも核分裂を起こす。）

　核分裂によって生じた中性子が他の原子核の核分裂を引き起こす。その連鎖反応が一定レベルで維持された状態を「臨界」と呼ぶ。

　連続した核分裂を起こし、制御する

…核分裂で生じる中性子の減速が必要

　減速剤に黒鉛（炭素）を用いる　　　…黒鉛炉

　水（軽水）を減速剤に用いる…軽水炉

　制御棒　中性子の吸収材を燃料棒の間に入れると、核分裂の連鎖反応を抑えられる。

（東海村のJCO事故、ウラン粉末を水に溶かして容器に入れていたところ、水が減速剤となって臨界に達してしまった。→青い光、中性子線）

　制御不能になる　→反応が止まるか、暴走する…炉心溶融（メルトダウン）、水蒸気爆発や、火災により、放射性物質の飛散、汚染拡大。

チェルノブイリの原子炉事故（1986.4.26）

　チェルノブイリの発電用原子炉４号炉、定期点検修理の際に、原子炉が非常運転停止をして、システムから切り離されている間に、タービンと原子炉だけで必要量の電力を送電する実験。制御棒を入れようとしたところ、一時的に核分裂反応が促進され、爆発。

　火災により、広島・長崎の原子爆弾が発生させた放射性物質の２００倍の放射性物質が拡散、発電所で２４名の死者、風下で数千人の死者、北ヨーロッパ全域が放射能汚染。

　事故を起こした原子炉は、シェルターで隔離（石棺）

　老朽化により再汚染の危険性の問題が生じつつある。

スリーマイル島の事故　(1979.3.28)

　原子炉の炉心は破壊。完全な炉心溶融による破壊は逃れる。

　圧力弁の故障が原因。遠隔操作による状況把握の難しさ







